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● 今、川崎の学校が抱える深刻な実態とは 

 

 川崎市教職員連絡会は、7 月 11 日に、第 36 回総会を開き、新年度の活動方針などを決

定しました。 

総会では、先生たちから、今の学校が抱える深刻な状況が次々と報告され、その困難な状

況をどう打開していくかをめぐっての討論と交流がありました。 

 

 以下は、総会で指摘された「現在の学校現場」の深刻な状況の事例です。 

 

・ 学校に「行けない」「行かない」子どもたちが増えています。 

文科省が公表した「2023 年度調査」では、小中の不登校児童生徒数が過去最高の 35,392

人で 7,745 人の増になりました。 

川崎市は、3,451 人で、前年度 190 人増になりました。 

 

・ いじめ認知件数、暴力行為発生件数も過去最高になっています。 

 

・ 2026 年 4 月の先生の未配置は、87 人でした。 

前年より 45 人減になりましたが、本来なら未配置ゼロが当たり前なのです。 

川崎市は、4 年後には、「ゼロ」にする計画です。遅すぎます。 

 



・ 2025 年度にメンタルで休職した先生は、103 人でした。 

10 年前の 2015 年は、52 人。2 倍に急増しています。 

 

・ 時間外勤務が年間 720 時間を超える教員が 1179 人もいます。 

異常な長時間労働で、しかも、教員には残業手当はつかない、ただ働きです。 

 

総会の討論では、文科省も、川崎市教育委員会も、この深刻な状況に対して有効な対策を

持たず、むしろ、さらに悪化させる危険さえあることが浮き彫りになりました。 

文科省は、時間外手当を支給しないという労働基準法の原則を逸脱した「教育関連法案」

を昨年 6 月に成立させて、その具体化を進めています。 

 

教員全員に支給されていた義務教育教員特別手当を削減し、「学級担任手当」を加算する

という現場の先生たちの間に「格差」と「分断」を持ち込む。 

さらには、「主務教諭」という新たな職を導入しようとしている。 

 

川崎市は、来年度以降の検討事項にしているのです。 

総会で教職員連絡会は、職場から、「主務教諭」を導入することの問題点を明らかにして、

導入を許さない取り組みを進めることを決めました。 

 

市民にも、積極的に問題点を明らかにし、「学校を守れ」の市民的共同をつくることが、

導入阻止につながります。読者のみなさんの支援をお願いします。 

 

市古博一（教職員連絡会） 

  

 

◆ リニア新幹線工事はストップ！ 

 

リニア新幹線を考える東京神奈川連絡会の矢沢さんからメルマガ読者のみなさんへの訴え

が届きました。 

引用して掲載させていただきます。 

 

川崎市内のリニア大深度トンネル工事は、梶ヶ谷非常口（立て坑）から発進したシールド

マシンは、現在犬蔵非常口に到達し、更に東百合丘に向けて掘削を開始する状態です。 

他方、東百合丘から発進したシールドマシンは片平２丁目の下を掘削中です。 

 

一見順調に見えますが、地面が隆起して工事の中断を余儀なくされた東京は品川の工区の



ようにこの先何が起こるか予測できません。 

今回の集会は、このリニア問題を改めて考え直す機会にしたいと思いますのでぜひ集会に

ご参加ください。 

 

やめよ！リニア中央新幹線ーストップリニア！訴訟 10 周年記念集会 

日時：2026 年 7 月 18 日（土）13:50（開場 13:30）閉会 16:30 

会場：エポック中原７F 大会議室（150 人定員） 

プログラム 

・訴訟団代表挨拶 

・訴訟経過報告 

・来賓あいさつ 

・ジャーナリスト・支援団体挨拶 

・対談「リニア勝訴これからの展望」 

連絡先 矢澤 090-6108-6568 

※お知らせコーナーに集会案内チラシのリンクがあります。 

▲ お知らせコーナー 

 

① 戦争の加害展 in 麻生２０２６  

 7/10～7/15 10 時から 17 時まで 

 麻生市民ギャラリー （麻生図書館横・小田急線新百合ヶ丘駅下車 3 分） 

 主催 麻生平和市民ネットワーク 

 連絡先 若槻（090-6153-7274） 

 

② 講演会「731 部隊」 

 講師 中山敏則さん（731 部隊・元少年隊員の証言聴き取り） 

    五井信治さん（731 部隊研究者） 

 7/15(水）14 時から 

 麻生市民館第 1 会議室 

 資料代 500 円 

 主催 麻生平和市民ネットワーク 

 連絡先 若槻（090-6153-7274） 

 

③ ストップ・リニア訴訟 10 周年記念集会「やめよ！リニア中央新幹線」 

 7/18(土)13 時 30 分～16 時 15 分 

 エポック中原７階大会議室（定員 150 名） 

 問合せ(090-3910-8173） 



 第１部 本村伸子、山崎誠 

 第２部 JR 東海労働組合、日本科学者会議リニア問題研究委員会、他 

 連絡先 090-3910-8173（天野） 

 詳しくはこちら 

 

④ 2026 年給食無償化を求める署名スタート集会 

 7/26（日）13：30～15:30 

 総合自治会館（武蔵小杉駅下車） 

 参加費 300 円 

 ※スタート集会終了後、武蔵小杉サードアベニュー前で、15:40 から 16:10 まで、第 1

回署名活動を行います。 

詳しくはこちら 

 

⑤ 川崎に「九条の碑」をつくろう スタート集会 

 お話・伊藤千尋／落語・寝床家道楽／腹話術・しろたにまもるとゴローちゃん／マンド

リン演奏:内堀均 

 7/30(木) 14 時から 16 時  

 多摩市民館大会議室  

 会費 500 円 (障がい者、学生無料)  

 主催 川崎に「九条の碑」を!実行委員会  

 連絡先 080-4058-1056 中村(多摩) 

 詳しくはこちら 

 

⑥ 第 2 回平和憲法作品展 

 8/1(土)13 時～16 時 

 8/2(日)11 時～16 時  

 スペース京浜 1 階 

  

 ・特別企画：対談：長崎の被爆者と長崎出身の腹話術氏 

      -陣川さちこさんとしろたにまもる 

 8/1(土)13 時半～ 

 スペース京浜 2 階 

 

※上記の入場は無料です。  

   

 ・特別公演：朗読劇「少年口伝隊・一九四五」 

https://newkawasaki.jp/%E3%82%A4%E3%83%99%E3%83%B3%E3%83%88/ai1ec_event-5820/?instance_id=438
https://newkawasaki.jp/%E3%82%A4%E3%83%99%E3%83%B3%E3%83%88/ai1ec_event-5831/?instance_id=440
https://newkawasaki.jp/%E3%82%A4%E3%83%99%E3%83%B3%E3%83%88/ai1ec_event-5832/?instance_id=441


   作：井上ひさし 演出：護柔一 

   出演：京浜協同劇団ほか 

 チケット：一般：1000 円、当日 1500 円、学生、障がい者 500 円 

 スペース京浜 2 階 

 お申込み：Tel：044-511-4951、Fax：044-533-6694 

  メール：keihinkyoudougekidan@nifty.com 

 主催：京浜協同劇団と共に歩む文化の中間 

 詳しくはこちら  

★編集後記 

 

うらめしい、川崎市のペイペイ限定商品券 

 

川崎市は、川崎市プレミアムデジタル商品券（6 月申込・12 月まで利用）を発行していま

す。 

デジタルのみ（Pay Pay アプリを使用）です。 

 

プレミアム率は 30%、10,000 円で購入すると、13,000 円分のお店で使える買い物券

（3,000 円分がお得）になります。 

読者のみなさんは、もう申し込まれましたか。 

 

私は申し込むかどうか迷っています。 

第 1 に思うのは、紙の商品券が発行されないのはおかしい・不便だということです。 

 

その理由は、スマホを使い慣れていない方や、特定の決済アプリを入れていない方にとっ

ては、参加すら難しくなってしまうため、不公平感のある制度への疑問です。 

 

たまたま、横浜市民の方のお話を聞いて、疑問は怒りになっています。 

横浜市では、「商店街プレミアム付商品券支援事業」として、「商店街ごとに異なり、紙の

商品券を発行している所も多い。」のです。 

 

横浜市は、市が直接一括で発行するのではなく「各地域の商店街」が主役となってプレミ

アム付商品券を発行するため、多くの商店街で昔ながらの「紙の商品券」が現役で販売さ

れているというのです。 

そして、すぐに完売されるようです。 

 

それでは、なぜ、川崎市は「デジタル一本化」なのか？川崎市は主に以下のような理由を

mailto:keihinkyoudougekidan@nifty.com
https://www.keihinkyodougekidan.com/


説明しています。 

 

① 経費の大幅な削減  

 

② お店側の負担軽減  

 

③ 行政のデジタル化推進 

 

この理由を聞いても、納得はできません。 

「誰のための支援策なのか」という視点が抜け落ちているからです。 

 

地元の平間銀座商店街や新丸子商店街からも不満の声が上がります。 

本来であれば、地元の個人商店こそ物価高で応援すべき対象のはずですが、デジタル化さ

れたことで「手続きの壁」や「操作の壁」が生まれ、お店側も 排除されてしまっているの

です。 

 

横浜市のように「商店街が主役」であれば、商店街のつながりで紙の券を配れたのです

が、アプリ限定になると個人店へのハードルは一気に上がってしまいます。 

このように、お店側にとっても「やりたくてもやれない」「ハードルが高い」という事情が

あるというのです。 

 

物価高で困っているのはスマホを持っていない高齢者や子どもたちも同じなのに、デジタ

ル限定にすることで「最初から排除されてしまう人がいるのは、大問題ではないでしょう

か。 

市民の声を聞こうとしてない川崎市政はここまでやるか、と怒りを通り越して、あきれる

かりです。 

 

☆☆チェンジかわさき！☆☆ 

川崎民主市政をつくる会 

〒211-0011 中原区下沼部 1880 

お問い合わせ 

mailmag@newkawasaki.jp 

公式ホームページ 

https://newkawasaki.jp 

☆☆チェンジかわさき！☆☆ 
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